
活動報告書  担当  2班 

【実施日】  2023 年  1月 20日 (金曜日)  

【参加人数】 ７1名 

【集合】   近鉄「服部川駅」午前 10時    【解散】  心合寺山古墳(流れ解散) 

【行程】   服部川駅→俊徳丸鏡塚古墳→佐麻多度神社→抜塚→芝塚古墳→バラ     

タナゴ池→神立水仙郷→玉祖神社(昼食・班長会議)→伴林光平の墓→神立茶

屋辻→神立地蔵堂→愛宕塚古墳→向山古墳→心合寺山古墳→服部川駅   

 

全員を３つ(A・B・C)のグループに分けて、八尾観光ボランティアガイドさんの案内のもと、

担当班の 2班が各班の前後に立ち約８㎞の行程を歩く。 

        

佐麻多度神社      石灯篭(豊臣秀頼の寄進)       愛宕塚古墳       

   

 

 

神立水仙郷         心合寺山古墳 

【所感】                             

 

曇り空でしたが、心配された寒さもそれほどでもなく、足を進めるにつれ八尾市の由緒ある

神社の歴史に触れ、また、沢山の古墳群に驚きを覚えました。特に愛宕塚古墳の見学では、

石室を構成する巨石の大きさに圧倒され、心合寺山古墳では、実際に登ってみてその大きさ

を体感することができました。そして、埋葬されていたことであろうこの地の王の偉大なる

権力と、渡来人の望郷の念を想い、遥か悠久の昔に思いを馳せました。 

大阪平野を見渡せる神立水仙郷では、愛らしい水仙の花とかぐわしい匂いに囲まれての昼食。

そして、丁寧なガイドさんの案内と説明で、皆様の興味も十分満たし、アスファルトの道で

はありましたが坂道の登り降りで、足腰も鍛えられた一日だったのではないかと思います。 


